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食品中の 
放射性物質対策 17都県産食品の食品群別セシウム濃度分布（平成25年度公表分）（3/3） 

※）食品中の放射性物質検査は主として出荷前の段階において実施されています。 
  基準値を超過するものは、出荷制限が指示されている地域のものがほとんどであ

り、廃棄等の適切な措置が取られます。 

（Bq/kg：ベクレル/キログラム） 厚生労働省「食品中の放射性物質の対策と現状について（概要）」より作成 

この図は、2013（平成 25）年度に 17都県で実施された、野生鳥獣肉のセシウム濃度（100
ベクレル /kg 以下）の測定結果を示しています。
食品中の放射性物質検査は主として出荷前の段階において実施されています。
基準値を超過するものは、出荷制限が指示されている地域のものがほとんどであり、廃
棄などの適切な措置がとられます。

本資料への収録日：2014 年 3月 31日
改訂日：2015 年 3月 31日

本情報は 2013 年度の情報で、事故から現在に至る途中経過の情報です。

関連Q&A
・4章QA5	 暫定規制値を厳しくしたということですが、これまでの暫定規制値の安全性についてはどの

ように考えているのでしょうか

環境省「放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料（平成26年度版）」　第4章　食品中の放射性物質
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食品中の 
放射性物質対策 基準値を上回ったときの対応：出荷制限・摂取制限 

モニタリング 
検査 基準値超過 出荷制限 摂取制限 

原子力災害対策特別措置法に基づく指示 
地域的な広がりが確認された場合に「出荷制限」 
著しく高濃度の値が検出された場合は「摂取制限」 

地域的な広がり 
が確認された場合 

著しい高濃度 
が確認された場合 

■出荷制限・摂取制限の品目・区域の設定条件  
 地域的な広がりが確認された場合に、地域・品目を指定して設定。 
 地域は、都道府県域を原則。ただし、自治体による管理が可能であれば、管理状況等を考慮

し、市町村・地域ごとに細分して区域を設定。 

■出荷制限・摂取制限の品目・区域の解除 
 当該自治体からの申請による。 
 解除対象の区域は、集荷実態等を踏まえ複数区域に分割が可能。 
 直近１か月以内の検査結果が、1市町村当たり、3か所以上、すべて基準値以下など。 

※食品中の放射性物質検査は主として出荷前の段階において実施されています。 
  基準値を超過するものは、出荷制限が指示されている地域のものがほとんどであり、廃棄等の適切な措置がとられます。 
※出荷制限が指示された品目・区域については、家庭で栽培・採取された場合にも、 
  比較的多くの放射性物質が含まれている可能性がありますので、頻繁に食べることは避けてください。 

厚生労働省「食品中の放射性物質の対策と現状について（概要）」より作成 

基準値を超える放射性物質が検出された食品については、状況に応じて、出荷や摂取の
制限が行われます。
食品中の放射性物質に関する検査は、原子力災害対策本部が定めたガイドラインに基づ
き、地方自治体において検査計画を策定し、実施されています。このガイドラインにおい
ては、過去の検査結果から放射性セシウムの検出レベルの高い食品（野生きのこ・山菜類、
野生鳥獣肉など）などを重点的に検査することを定めています。
検査の結果、基準値を超えた場合は、その食品の回収・廃棄が行われるとともに、それ
が地域的な広がりをもって認められた場合には、原子力災害対策本部長（内閣総理大臣）
が地域や品目を指定して出荷制限の指示を行います。
また、著しい高濃度の値が検出された品目については、その品目の検体数にかかわらず、
速やかに摂取制限を設定することとされています。
（政府広報オンライン「各都道府県等が検査を行い、必要に応じ出荷制限を行います」	
http://www.gov-online.go.jp/useful/article/201204/3.html 及び原子力災害対策本
部 ｢検査計画、出荷制限等の品目・区域の設定・解除の考え方」2015（平成 27）年 3月
20日に基づき作成）

本資料への収録日：2013 年 3月 31日
改訂日：2015 年 3月 31日

関連Q&A
・4章QA1	 食べものの安全はどのように確保されているのですか
・4章QA30	 食品の出荷制限と摂取制限の仕組みは、どうなっていますか
・4章QA72	 家庭菜園で作った野菜など、自己消費する食品についても基準値は適用されるのでしょうか

環境省「放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料（平成26年度版）」　第4章　食品中の放射性物質
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食品中の 
放射性物質対策 原子力災害対策特別措置法に基づく出荷制限の対象食品 

（平成27年3月31日時点） 

注1) 福島県・岩手県・宮城県・栃木県の牛肉、茨城県・栃木県・千葉県のイノシシ肉、福島県の24年･25年・26年・27年産米、福島県・岩手県の大豆、福島県・岩手
県・宮城県・栃木県・千葉県の原木シイタケに係る出荷制限については、知事の管理下のもとで出荷するものについて一部解除 

注2) 太字については、平成26年4月以降、新たに出荷制限の指示又は指示対象範囲が拡大した品目を指す   

県名 出荷制限品目 

福島県 

(一部地域) 原乳、ホウレンソウ・コマツナ等の非結球性葉菜類、キャベツ等の結球性葉菜類、ブロッコリー等のアブラナ科の花蕾類、カブ、 原木シイタ
ケ(露地・施設栽培)、原木ナメコ(露地栽培)、キノコ類(野生のものに限る。)、タケノコ、わさび(畑において栽培されたものに限る。)、う
ど(野生のものに限る。)、くさそてつ(こごみ)、こしあぶら、ぜんまい、うわばみそう(野生のものに限る。)、たらのめ(野生のものに限
る。)、ふき(野生のものに限る。)、ふきのとう(野生のものに限る。)、わらび、ウメ、ユズ、クリ、キウイフルーツ、小豆、大豆注１、米
(平成23・24・25年・26年・27年産注1)、ヤマメ(養殖を除く。)、ウグイ、ウナギ、アユ(養殖を除く。)、イワナ(養殖を除く。)、コイ(養
殖を除く。)、フナ(養殖を除く。)、クマ肉  

(全域) 牛肉注1)、イノシシ肉、カルガモの肉、キジの肉、ノウサギの肉、ヤマドリの肉、海産物(３２種) 

青森県 (一部地域) キノコ類(野生のものに限る。) 

岩手県 
(一部地域) 原木クリタケ(露地栽培)、原木シイタケ(露地栽培)、原木ナメコ(露地栽培)、キノコ類(野生のものに限る。)、タケノコ、こしあぶら、ぜん

まい、せり(野生のものに限る。)、わらび(野生のものに限る。)、大豆注1、スズキ、クロダイ、イワナ(養殖を除く。) 
(全域) 牛肉注1)、シカ肉、クマ肉、ヤマドリ肉 

宮城県 
(一部地域) 原木シイタケ(露地栽培)、キノコ類(野生のものに限る。)、タケノコ注1、くさそてつ(こごみ)、こしあぶら、ぜんまい、たらのめ(野生のもの

に限る。)、米(平成25年産注1)、イワナ(養殖を除く。)、アユ(養殖を除く。)、ヤマメ(養殖を除く。)、ウグイ 
(全域) 牛肉注1)、イノシシ肉、クマ肉、クロダイ、スズキ 

山形県 (全域) クマ肉 

茨城県 (一部地域) 原木シイタケ(露地・施設栽培)、タケノコ、こしあぶら(野生のものに限る。)、イシガレイ、アメリカナマズ(養殖を除く。)、ウナギ 
(全域) イノシシ肉注1)、コモンカスベ、シロメバル、スズキ 

栃木県 
(一部地域) 原木シイタケ(露地・施設栽培)注1、原木クリタケ(露地栽培)、原木ナメコ(露地栽培)、キノコ類(野生のものに限る。)、タケノコ、くさそて

つ(こごみ)(野生のものに限る。)、こしあぶら(野生のものに限る。)、さんしょう(野生のものに限る。)、ぜんまい(野生のものに限る。)、
たらのめ(野生のものに限る。)、わらび(野生のものに限る。)、クリ、イワナ(養殖を除く。) 

(全域) 牛肉注1)、イノシシ肉注1)、シカ肉 

群馬県 (一部地域) キノコ類(野生のものに限る。)、イワナ(養殖を除く。)、ヤマメ(養殖を除く。) 
(全域) イノシシ肉、クマ肉、シカ肉、ヤマドリの肉 

埼玉県 (一部地域) キノコ類(野生のものに限る。) 

千葉県 (一部地域) 原木シイタケ(露地・施設栽培)、タケノコ、ギンブナ、コイ、ウナギ     (全域) イノシシ肉注1) 

新潟県 (一部地域) クマ肉 

山梨県 (一部地域) キノコ類(野生のものに限る。) 

長野県 (一部地域) キノコ類(野生のものに限る。)、こしあぶら 

静岡県 (一部地域) キノコ類(野生のものに限る。) 

厚生労働省「食品中の放射性物質の対策と現状について（概要）」より作成 

この表は、原子力災害対策特別措置法に基づく出荷制限の対象食品の一覧表です。
2015（平成 27）年 3月 31 日時点において、出荷制限の対象となっている品目が挙げ
られています。太字については、2014（平成 26）年 4月以降に出荷制限の対象となった
ものです。野生の山菜やきのこ、海底に生息する魚や川魚などで、出荷制限の対象品目が
多くなっています。

本資料への収録日：2013 年 3月 31日
改訂日：2015 年 3月 31日

本情報は最新（2015 年）の情報です。

関連Q&A
・4章QA1	 食べものの安全はどのように確保されているのですか

環境省「放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料（平成26年度版）」　第4章　食品中の放射性物質
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食品中の 
放射性物質対策 ホームページでの情報提供 
  厚生労働省ホームページ「食品中の放射性物質への対応」 
    http://www.mhlw.go.jp/shinsai_jouhou/shokuhin.html 
  
 →厚生労働省トップページから 
  「食品中の放射性物質への対応」 
 
  または、 

 
 首相官邸ホームページ 
  http://www.kantei.go.jp/saigai/index.html 
  
 →【東日本大震災への対応】 
  被災された皆さまへの支援制度情報等 

食品  放射能  検索 

厚生労働省「食品中の放射性物質の対策と現状について（概要）」より作成 

食品中の放射性物質に関する対策などは厚生労働省のホームページや首相官邸のホーム
ページなどから検索、閲覧することが可能になっています。
厚生労働省ホームページ ｢東日本大震災関連情報　食品中の放射性物質への対応｣

（http://www.mhlw.go.jp/shinsai_jouhou/shokuhin.html）では、食品中の放射性物
質の基準値、食品中の放射性物質の検査と結果に関わる情報、出荷制限や摂取制限に関す
る情報、疑問への回答など、多くの情報を得ることができます。また、食品中の放射性物
質の対策とその現状を説明する資料を入手することができます。

本資料への収録日：2013 年 3月 31日
改訂日：2015 年 3月 31日

関連Q&A
・4章QA1	 食べものの安全はどのように確保されているのですか

環境省「放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料（平成26年度版）」　第4章　食品中の放射性物質
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食品中の 
放射性物質対策 原子力災害対策特別措置法に基づく出荷制限の対象食品 

（平成27年3月31日時点） 

注1) 福島県・岩手県・宮城県・栃木県の牛肉、茨城県・栃木県・千葉県のイノシシ肉、福島県の24年･25年・26年・27年産米、福島県・岩手県の大豆、福島県・岩手
県・宮城県・栃木県・千葉県の原木シイタケに係る出荷制限については、知事の管理下のもとで出荷するものについて一部解除 

注2) 太字については、平成26年4月以降、新たに出荷制限の指示又は指示対象範囲が拡大した品目を指す   

県名 出荷制限品目 

福島県 

(一部地域) 原乳、ホウレンソウ・コマツナ等の非結球性葉菜類、キャベツ等の結球性葉菜類、ブロッコリー等のアブラナ科の花蕾類、カブ、 原木シイタ
ケ(露地・施設栽培)、原木ナメコ(露地栽培)、キノコ類(野生のものに限る。)、タケノコ、わさび(畑において栽培されたものに限る。)、う
ど(野生のものに限る。)、くさそてつ(こごみ)、こしあぶら、ぜんまい、うわばみそう(野生のものに限る。)、たらのめ(野生のものに限
る。)、ふき(野生のものに限る。)、ふきのとう(野生のものに限る。)、わらび、ウメ、ユズ、クリ、キウイフルーツ、小豆、大豆注１、米
(平成23・24・25年・26年・27年産注1)、ヤマメ(養殖を除く。)、ウグイ、ウナギ、アユ(養殖を除く。)、イワナ(養殖を除く。)、コイ(養
殖を除く。)、フナ(養殖を除く。)、クマ肉  

(全域) 牛肉注1)、イノシシ肉、カルガモの肉、キジの肉、ノウサギの肉、ヤマドリの肉、海産物(３２種) 

青森県 (一部地域) キノコ類(野生のものに限る。) 

岩手県 
(一部地域) 原木クリタケ(露地栽培)、原木シイタケ(露地栽培)、原木ナメコ(露地栽培)、キノコ類(野生のものに限る。)、タケノコ、こしあぶら、ぜん

まい、せり(野生のものに限る。)、わらび(野生のものに限る。)、大豆注1、スズキ、クロダイ、イワナ(養殖を除く。) 
(全域) 牛肉注1)、シカ肉、クマ肉、ヤマドリ肉 

宮城県 
(一部地域) 原木シイタケ(露地栽培)、キノコ類(野生のものに限る。)、タケノコ注1、くさそてつ(こごみ)、こしあぶら、ぜんまい、たらのめ(野生のもの

に限る。)、米(平成25年産注1)、イワナ(養殖を除く。)、アユ(養殖を除く。)、ヤマメ(養殖を除く。)、ウグイ 
(全域) 牛肉注1)、イノシシ肉、クマ肉、クロダイ、スズキ 

山形県 (全域) クマ肉 

茨城県 (一部地域) 原木シイタケ(露地・施設栽培)、タケノコ、こしあぶら(野生のものに限る。)、イシガレイ、アメリカナマズ(養殖を除く。)、ウナギ 
(全域) イノシシ肉注1)、コモンカスベ、シロメバル、スズキ 

栃木県 
(一部地域) 原木シイタケ(露地・施設栽培)注1、原木クリタケ(露地栽培)、原木ナメコ(露地栽培)、キノコ類(野生のものに限る。)、タケノコ、くさそて

つ(こごみ)(野生のものに限る。)、こしあぶら(野生のものに限る。)、さんしょう(野生のものに限る。)、ぜんまい(野生のものに限る。)、
たらのめ(野生のものに限る。)、わらび(野生のものに限る。)、クリ、イワナ(養殖を除く。) 

(全域) 牛肉注1)、イノシシ肉注1)、シカ肉 

群馬県 (一部地域) キノコ類(野生のものに限る。)、イワナ(養殖を除く。)、ヤマメ(養殖を除く。) 
(全域) イノシシ肉、クマ肉、シカ肉、ヤマドリの肉 

埼玉県 (一部地域) キノコ類(野生のものに限る。) 

千葉県 (一部地域) 原木シイタケ(露地・施設栽培)、タケノコ、ギンブナ、コイ、ウナギ     (全域) イノシシ肉注1) 

新潟県 (一部地域) クマ肉 

山梨県 (一部地域) キノコ類(野生のものに限る。) 

長野県 (一部地域) キノコ類(野生のものに限る。)、こしあぶら 

静岡県 (一部地域) キノコ類(野生のものに限る。) 

厚生労働省「食品中の放射性物質の対策と現状について（概要）」より作成 

この表は、原子力災害対策特別措置法に基づく出荷制限の対象食品の一覧表です。
2015（平成 27）年 3月 31 日時点において、出荷制限の対象となっている品目が挙げ
られています。太字については、2014（平成 26）年 4月以降に出荷制限の対象となった
ものです。野生の山菜やきのこ、海底に生息する魚や川魚などで、出荷制限の対象品目が
多くなっています。

本資料への収録日：2013 年 3月 31日
改訂日：2015 年 3月 31日

本情報は最新（2015 年）の情報です。

関連Q&A
・4章QA1	 食べものの安全はどのように確保されているのですか
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食品中の 
放射性物質対策 ホームページでの情報提供 
  厚生労働省ホームページ「食品中の放射性物質への対応」 
    http://www.mhlw.go.jp/shinsai_jouhou/shokuhin.html 
  
 →厚生労働省トップページから 
  「食品中の放射性物質への対応」 
 
  または、 

 
 首相官邸ホームページ 
  http://www.kantei.go.jp/saigai/index.html 
  
 →【東日本大震災への対応】 
  被災された皆さまへの支援制度情報等 

食品  放射能  検索 

厚生労働省「食品中の放射性物質の対策と現状について（概要）」より作成 

食品中の放射性物質に関する対策などは厚生労働省のホームページや首相官邸のホーム
ページなどから検索、閲覧することが可能になっています。
厚生労働省ホームページ ｢東日本大震災関連情報　食品中の放射性物質への対応｣

（http://www.mhlw.go.jp/shinsai_jouhou/shokuhin.html）では、食品中の放射性物
質の基準値、食品中の放射性物質の検査と結果に関わる情報、出荷制限や摂取制限に関す
る情報、疑問への回答など、多くの情報を得ることができます。また、食品中の放射性物
質の対策とその現状を説明する資料を入手することができます。

本資料への収録日：2013 年 3月 31日
改訂日：2015 年 3月 31日

関連Q&A
・4章QA1	 食べものの安全はどのように確保されているのですか
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食品中の 
放射性物質対策 

農林水産省 

農林水産省の対応 

■  国民に安全な食品を安定的に供給する 
   ことが基本。 
 
■  関係都県や厚生労働省等と連携。 

食用に適さない農林水産物の発生を予測、 
迅速に対応を開始 

農林水産省「農林水産現場における対応」より作成 

食品中の放射性物質に関する対策において、農林水産省は、国民の皆様に安全な食品を
安定的に供給することを基本として、関係都県及び厚生労働省などと連携しながら、現場
対応に取り組んでいます。

本資料への収録日：2013 年 3月 31日

関連Q&A
・4章QA1	 食べものの安全はどのように確保されているのですか
・4章QA3	 農林水産物の安全性を確保するためにどのような取組がとられているのですか
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食品中の 
放射性物質対策 

農林水産省 

農産物の汚染経路 
■降下した放射性物質 
 による直接汚染 

■農地に降下した放射性物質 
 の根からの吸収 

葉物野菜 果樹・茶 

事故直後 事故直後に樹木に付着した放
射性物質が果実や新芽に転流 事故後の作付け等 

農林水産省「農林水産現場における対応」より作成 

農産物の汚染経路は大きく 3つに分けられます。

①　左端の図は、降下した放射性物質が直接付着する経路です。事故発生時に生育中で
あった葉物野菜などで放射性セシウム濃度の高い値がみられましたが、これが主要
な汚染経路であったと考えられます。

②　右端の図は、農地に降下した放射性物質が根から吸収される経路です。事故後に作
付けされたものについては、この経路が主要であると考えられます。

③　さらに、中央の図は、事故直後に果樹やお茶の樹体に付着した放射性物質が樹体内
に浸透し、果実や茶の新芽に転流する経路です。

現在の各品目の主な汚染経路は、②又は③であり、各品目の汚染のメカニズムに合わせ
て低減対策が行われています。

本資料への収録日：2013 年 3月 31日

関連Q&A
・4章QA3	 農林水産物の安全性を確保するためにどのような取組がとられているのですか
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食品中の 
放射性物質対策 
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迅速に対応を開始 
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食品中の 
放射性物質対策 
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①　左端の図は、降下した放射性物質が直接付着する経路です。事故発生時に生育中で
あった葉物野菜などで放射性セシウム濃度の高い値がみられましたが、これが主要
な汚染経路であったと考えられます。
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付けされたものについては、この経路が主要であると考えられます。

③　さらに、中央の図は、事故直後に果樹やお茶の樹体に付着した放射性物質が樹体内
に浸透し、果実や茶の新芽に転流する経路です。

現在の各品目の主な汚染経路は、②又は③であり、各品目の汚染のメカニズムに合わせ
て低減対策が行われています。

本資料への収録日：2013 年 3月 31日

関連Q&A
・4章QA3	 農林水産物の安全性を確保するためにどのような取組がとられているのですか
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食品中の 
放射性物質対策 

農林水産省 

野菜、果実、茶等の農産物の安全確保 

① 放射性物質を低減する対策の徹底 
② 収穫後の放射性物質検査 
③ 検査結果に応じて出荷制限 
 
    により安全確保。   

農林水産省「農林水産現場における対応」より作成 

野菜、果実、茶などの農産物については、基本的な対応として、①生産現場において放
射性物質の低減対策を徹底し、②収穫後は主に出荷前に放射性物質検査を行い、③検査結
果に応じて、基準値を超えるものが流通しないよう出荷制限を行うことで、安全を確保し
ています。

本資料への収録日：2013 年 3月 31日

関連Q&A
・1章QA41	 学校給食に使用される野菜は大丈夫ですか
・4章QA1	 食べものの安全はどのように確保されているのですか
・4章QA3	 農林水産物の安全性を確保するためにどのような取組がとられているのですか
・4章QA91	 飲用に供する茶の具体的な検査方法を示してください
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食品中の 
放射性物質対策 

農林水産省 

放射性物質の低減対策 

  

 
 
 
 
 
 
 
 

  樹体に付着した放射性セシ
ウムを、樹体表面の粗皮削り、
高圧水による樹体洗浄等によ
り低減。  

 葉や樹体に付着し、茶葉に
移行する放射性セシウムを、
剪定・整枝により低減。  
 
 
 
 
 
 
 

果樹の粗皮削り等 茶の剪定 

農林水産省「農林水産現場における対応」より作成 

果樹や茶における放射性物質の低減対策は、樹体に直接付着した放射性セシウムが果実
や茶の新芽に転流することを防ぐことを念頭に取り組まれています。
果樹については、粗皮を削ったり、高圧水で樹体を洗うなどの対策が行われており、茶
については、通常より深く剪定する「深刈り」や「中切り」によって放射性セシウムに汚
染した部位が切り落とされています。

本資料への収録日：2013 年 3月 31日

関連Q&A
・4章QA3	 農林水産物の安全性を確保するためにどのような取組がとられているのですか
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食品中の 
放射性物質対策 

農林水産省 

農地除染を通じた放射性物質の低減 

農地土壌を薄く削り取り、
土壌表層に蓄積している放
射性物質を除去 

表層土と下層土を反転す
ることで、作物が吸収する
層の放射性物質濃度を低減 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

表層土壌と 
下層土の反転 表土の削り取り 

農林水産省「農林水産現場における対応」より作成 

大気中に放出され農地に降下した放射性セシウムは、耕うんしていない農地では、表層
に蓄積されています。そこで、放射性セシウム濃度の高い農地では表層を薄く削り取る方
法や表層土壌と下層土を反転させる「反転耕」などの手法で、農地の除染が行われていま
す。これらの取組により、農地の放射線量の低減が図られることとなりますが、同時に農
作物の根の張る層の放射性物質濃度も低減され、放射性物質による農作物の汚染低減にも
つながっています。

本資料への収録日：2013 年 3月 31日

関連Q&A
・4章QA3	 農林水産物の安全性を確保するためにどのような取組がとられているのですか
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食品中の 
放射性物質対策 

農林水産省 

農地土壌・資材に関する取組 
肥料等の対策 

• 農地土壌の汚染を防ぐため、肥料、土壌改良資材、培土
等の資材の暫定許容値（400ベクレル/kg）を設定※。 
 

• 各自治体等が検査を行い、許容値を超過するものについ
ては利用の自粛等を実施。 

※堆肥等を長期間施用しても、原発事故前の農地土壌の
放射性セシウム濃度の範囲に収まるよう設定。食品と
は別の観点で設定。 

農林水産省「農林水産現場における対応」より作成 

肥料、土壌改良資材、培土などの生産資材については、放射性セシウムに汚染されたも
のが農地に散布されることによる農地土壌の汚染の拡大を防ぐため、400 ベクレル /kg
の暫定許容値が設定されています。各自治体などにおいては、肥料などに含まれる放射性
セシウム濃度の検査を行い、暫定許容値を超えるものが生産現場で使われないよう指導し
ています。

本資料への収録日：2013 年 3月 31日

関連Q&A
・4章QA3	 農林水産物の安全性を確保するためにどのような取組がとられているのですか
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セシウム濃度の検査を行い、暫定許容値を超えるものが生産現場で使われないよう指導し
ています。

本資料への収録日：2013 年 3月 31日

関連Q&A
・4章QA3	 農林水産物の安全性を確保するためにどのような取組がとられているのですか

環境省「放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料（平成26年度版）」　第4章　食品中の放射性物質
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食品中の 
放射性物質対策 

農林水産省 

収穫後の放射性物質検査 
・検査等のガイドラインを踏まえ各都道府県で検査を実施 
・過去の検査結果等を踏まえ、放射性セシウム濃度の検出 
・レベルの高い品目・地域について重点的に検査 

 検査のガイドライン（検査計画、出荷制限等の品目・区域
の設定・解除の考え方） 

 検査結果や知見の集積を踏まえて、より適確な検査が行われ
るよう見直し（平成23年4月4日の制定以来5回見直し） 

 これまでの検査点数：約102万点（この他米の全袋検査3,227万
点など） 平成27年2月1日現在 

 

 過去の検査結果等を分析し、基準値を超える可能性が
考えられる品目、地域について、特に綿密な検査を実施 
 

農林水産省「農林水産現場における対応」より作成 

以上のような栽培面での取組に加えて、収穫物の放射性セシウム濃度の検査を行い、基
準値を超過するものを流通させないような取組が行われています。
検査は、過去の結果などを基に、基準値を超える可能性があると考えられる品目・地域
などで特に重点的に行われています。
具体的には、前年度の検査で基準値の 2分の 1の値を超えたことのある品目・地域で
重点的な検査が行われるとともに、それ以外の品目・地域についても、摂取量や出荷量な
どに応じて自治体が計画的に検査を行っています。

本資料への収録日：2013 年 3月 31日
改訂日：2014 年 3月 31日
	 ：2015 年 3月 31日

関連Q&A
・4章QA3	 農林水産物の安全性を確保するためにどのような取組がとられているのですか

環境省「放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料（平成26年度版）」　第4章　食品中の放射性物質
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食品中の 
放射性物質対策 野菜の検査結果の推移（〜平成24年度） 

• 事故直後に、放射性物質が生育中の作物に降下・付着した
ことから、100ベクレル/kg超がみられた。事故後に耕起
作業をし、栽培した野菜については、基準値超過割合が著
しく低い。 
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放射性セシウム (ベクレル/kg) 
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90

100
平成23年3月～6月 
（総検体数 3,568点） 

4.5％ 
(161) 

2.6％ 
(91) 

1.3％ 
(48) 

10％ 
(363) 

81％ 
(2,905) 

（注）・平成25年3月31日までに厚生労働省が公表したデータに基づく。（ ）内は検査点数。 
・検出下限値未満は25ベクレル/kg以下として集計。 

農林水産省 
農林水産省「農林水産現場における対応」より作成 

野菜については、事故直後の 2011（平成 23）年 3～ 6月に収穫された葉物野菜など
では、事故直後に降下した放射性物質の葉物野菜などへの直接付着により、現在の基準値
100 ベクレル /kg を超える値が多く見られました。しかし、その後、事故後に作付けさ
れた野菜が主となり、農地に降下した放射性物質の根からの吸収が主な汚染の経路に切り
替わると、超過が減少しました。

本資料への収録日：2013 年 3月 31日
改訂日：2014 年 3月 31日

本情報は事故当時（2011 年度）の情報です。

関連Q&A
・1章QA41	 学校給食に使用される野菜は大丈夫ですか
・4章QA3	 農林水産物の安全性を確保するためにどのような取組がとられているのですか

環境省「放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料（平成26年度版）」　第4章　食品中の放射性物質
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食品中の 
放射性物質対策 

農林水産省 

収穫後の放射性物質検査 
・検査等のガイドラインを踏まえ各都道府県で検査を実施 
・過去の検査結果等を踏まえ、放射性セシウム濃度の検出 
・レベルの高い品目・地域について重点的に検査 

 検査のガイドライン（検査計画、出荷制限等の品目・区域
の設定・解除の考え方） 

 検査結果や知見の集積を踏まえて、より適確な検査が行われ
るよう見直し（平成23年4月4日の制定以来5回見直し） 

 これまでの検査点数：約102万点（この他米の全袋検査3,227万
点など） 平成27年2月1日現在 

 

 過去の検査結果等を分析し、基準値を超える可能性が
考えられる品目、地域について、特に綿密な検査を実施 
 

農林水産省「農林水産現場における対応」より作成 

以上のような栽培面での取組に加えて、収穫物の放射性セシウム濃度の検査を行い、基
準値を超過するものを流通させないような取組が行われています。
検査は、過去の結果などを基に、基準値を超える可能性があると考えられる品目・地域
などで特に重点的に行われています。
具体的には、前年度の検査で基準値の 2分の 1の値を超えたことのある品目・地域で
重点的な検査が行われるとともに、それ以外の品目・地域についても、摂取量や出荷量な
どに応じて自治体が計画的に検査を行っています。

本資料への収録日：2013 年 3月 31日
改訂日：2014 年 3月 31日
	 ：2015 年 3月 31日

関連Q&A
・4章QA3	 農林水産物の安全性を確保するためにどのような取組がとられているのですか

環境省「放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料（平成26年度版）」　第4章　食品中の放射性物質
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食品中の 
放射性物質対策 野菜の検査結果の推移（〜平成24年度） 

• 事故直後に、放射性物質が生育中の作物に降下・付着した
ことから、100ベクレル/kg超がみられた。事故後に耕起
作業をし、栽培した野菜については、基準値超過割合が著
しく低い。 
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（総検体数 9,103点） 

0.4％ 
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0.2％ 
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99％ 
(9,028) 
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放射性セシウム (ベクレル/kg) 
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平成23年3月～6月 
（総検体数 3,568点） 

4.5％ 
(161) 

2.6％ 
(91) 

1.3％ 
(48) 

10％ 
(363) 

81％ 
(2,905) 

（注）・平成25年3月31日までに厚生労働省が公表したデータに基づく。（ ）内は検査点数。 
・検出下限値未満は25ベクレル/kg以下として集計。 

農林水産省 
農林水産省「農林水産現場における対応」より作成 

野菜については、事故直後の 2011（平成 23）年 3～ 6月に収穫された葉物野菜など
では、事故直後に降下した放射性物質の葉物野菜などへの直接付着により、現在の基準値
100 ベクレル /kg を超える値が多く見られました。しかし、その後、事故後に作付けさ
れた野菜が主となり、農地に降下した放射性物質の根からの吸収が主な汚染の経路に切り
替わると、超過が減少しました。

本資料への収録日：2013 年 3月 31日
改訂日：2014 年 3月 31日

本情報は事故当時（2011 年度）の情報です。

関連Q&A
・1章QA41	 学校給食に使用される野菜は大丈夫ですか
・4章QA3	 農林水産物の安全性を確保するためにどのような取組がとられているのですか

環境省「放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料（平成26年度版）」　第4章　食品中の放射性物質
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食品中の 
放射性物質対策 野菜の検査結果の推移（〜平成27年1月26日） 

• 平成24年度以降は、100ベクレル/kg超はごくわずかであ
り、平成25年度以降は基準値超過無し。 
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放射性セシウム (ベクレル/kg) 
（注）・平成27年1月26日までに厚生労働省が公表したデータに基づく。（ ）内は検査点数。 

 ・検出下限値未満は25ベクレル/kg以下として集計。 
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農林水産省 農林水産省「農林水産現場における対応」より作成 

野菜の検査の 2012（平成 24）年度以降の結果を見ると、2012（平成 24）年度には
約 1万 9,000 点を検査し、基準値を超過したものはわずか 5点です。なお、この 5点の
うち 2点は汚染された被覆資材を使用したことによる超過の可能性が高いと考えられて
います。また、2013（平成 25）年度以降は 2015（平成 27）年 1月末までで約 3万 5,000
点を検査し、基準値を超過したものはなく、野菜については高い値が出ることは例外的に
なってきています。

本資料への収録日：2013 年 3月 31日
改訂日：2014 年 3月 31日
	 ：2015 年 3月 31日

本情報は 2012 ～ 2014 年度の情報です。

関連Q&A
・1章QA41	 学校給食に使用される野菜は大丈夫ですか
・4章QA3	 農林水産物の安全性を確保するためにどのような取組がとられているのですか

環境省「放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料（平成26年度版）」　第4章　食品中の放射性物質
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（総検体数 7,466点） 

食品中の 
放射性物質対策 

• 平成23年度、事故直後に樹体に降下・付着した放射性セシウムの影響
から、100ベクレル/kg超が1割弱みられた。 

• 平成24年度は、100ベクレル/kg超の割合はごくわずかであり、平成
25年度以降は基準値超過無し。 

果実の検査結果の推移（〜平成27年1月26日） 
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放射性セシウム (ベクレル/kg) 

73％ 
(2,004) 

（注）・平成27年1月26日までに厚生労働省が公表したデータに基づく。（ ）内は検査点数。 
 ・検出下限値未満は25ベクレル/kg以下として集計。 農林水産省「農林水産現場における対応」より作成 農林水産省 

果実についても、2012（平成 24）年度の結果を見ると、約 4,500 点検査し、基準値
である 100 ベクレル /kg を超過したものは 13点であり、100 ベクレル /kg 超が 1割弱
見られた 2011（平成 23）年度に比べ、基準値超過はほとんど見られなくなりました。
また、2013（平成 25）年度以降は 2015（平成 27）年 1月末までで約 7,000 点を検査し、
基準値を超過したものはありません。これは、福島県などにおける果樹を一本一本除染す
る取組などにより、放射性物質の低減が図られるとともに、基準値を超える可能性が高い
地域・品目について、適切に出荷制限が指示された結果と考えられます。

本資料への収録日：2013 年 3月 31日
改訂日：2014 年 3月 31日
	 ：2015 年 3月 31日

本情報は事故当時（2011 年）～ 2014 年度の情報です。

関連Q&A
・4章QA3	 農林水産物の安全性を確保するためにどのような取組がとられているのですか

環境省「放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料（平成26年度版）」　第4章　食品中の放射性物質
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食品中の 
放射性物質対策 野菜の検査結果の推移（〜平成27年1月26日） 

• 平成24年度以降は、100ベクレル/kg超はごくわずかであ
り、平成25年度以降は基準値超過無し。 
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放射性セシウム (ベクレル/kg) 
（注）・平成27年1月26日までに厚生労働省が公表したデータに基づく。（ ）内は検査点数。 

 ・検出下限値未満は25ベクレル/kg以下として集計。 
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農林水産省 農林水産省「農林水産現場における対応」より作成 

野菜の検査の 2012（平成 24）年度以降の結果を見ると、2012（平成 24）年度には
約 1万 9,000 点を検査し、基準値を超過したものはわずか 5点です。なお、この 5点の
うち 2点は汚染された被覆資材を使用したことによる超過の可能性が高いと考えられて
います。また、2013（平成 25）年度以降は 2015（平成 27）年 1月末までで約 3万 5,000
点を検査し、基準値を超過したものはなく、野菜については高い値が出ることは例外的に
なってきています。

本資料への収録日：2013 年 3月 31日
改訂日：2014 年 3月 31日
	 ：2015 年 3月 31日

本情報は 2012 ～ 2014 年度の情報です。

関連Q&A
・1章QA41	 学校給食に使用される野菜は大丈夫ですか
・4章QA3	 農林水産物の安全性を確保するためにどのような取組がとられているのですか

環境省「放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料（平成26年度版）」　第4章　食品中の放射性物質
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食品中の 
放射性物質対策 

• 平成23年度、事故直後に樹体に降下・付着した放射性セシウムの影響
から、100ベクレル/kg超が1割弱みられた。 

• 平成24年度は、100ベクレル/kg超の割合はごくわずかであり、平成
25年度以降は基準値超過無し。 

果実の検査結果の推移（〜平成27年1月26日） 
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放射性セシウム (ベクレル/kg) 

73％ 
(2,004) 

（注）・平成27年1月26日までに厚生労働省が公表したデータに基づく。（ ）内は検査点数。 
 ・検出下限値未満は25ベクレル/kg以下として集計。 農林水産省「農林水産現場における対応」より作成 農林水産省 

果実についても、2012（平成 24）年度の結果を見ると、約 4,500 点検査し、基準値
である 100 ベクレル /kg を超過したものは 13点であり、100 ベクレル /kg 超が 1割弱
見られた 2011（平成 23）年度に比べ、基準値超過はほとんど見られなくなりました。
また、2013（平成 25）年度以降は 2015（平成 27）年 1月末までで約 7,000 点を検査し、
基準値を超過したものはありません。これは、福島県などにおける果樹を一本一本除染す
る取組などにより、放射性物質の低減が図られるとともに、基準値を超える可能性が高い
地域・品目について、適切に出荷制限が指示された結果と考えられます。

本資料への収録日：2013 年 3月 31日
改訂日：2014 年 3月 31日
	 ：2015 年 3月 31日

本情報は事故当時（2011 年）～ 2014 年度の情報です。

関連Q&A
・4章QA3	 農林水産物の安全性を確保するためにどのような取組がとられているのですか
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・茶の基準値は平成24年度以降は飲用に供する状態で10ベクレル/kg、平成23年度は生茶葉・荒茶・製茶の状態で500ベクレル/kg（飲用に供する 
  状態での放射性セシウム濃度は、荒茶の概ね50分の1）。 
・検出下限値未満は、平成24年3月までのものは100ベクレル/kg 以下、平成24年4月以降のものは5ベクレル/kg以下として集計。 

食品中の 
放射性物質対策 茶の検査結果の推移（〜平成27年1月26日） 

• 平成23年度は、事故直後に葉や枝に降下・付着した放射性物質の影響
から、暫定規制値超過が1割弱みられた。 

• 平成24年度以降は、基準値超過の割合は減少し、平成25年度以降は基
準値超過無し。 

93％ 
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（注）  ・平成27年1月26日までに厚生労働省が公表したデータに基づく。 （ ）内は検査点数。 
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～平成24年3月（生茶葉・荒茶・製茶） 
（総検体数 2,233点） 

69％ 23％ 

平成24年度（飲用茶） 
（総検体数 867点） 

農林水産省 
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平成25年4月～ 
平成27年1月26日 

（飲用茶） 
（総検体数 641点） 

農林水産省「農林水産現場における対応」より作成 

茶については、2011（平成 23）年度は当時の暫定規制値 500 ベクレル /kg を超えるものが見られましたが、
これは事故直後に大気中に放出された放射性セシウムが木に直接付着し、それが新芽に移行して汚染された
ためと考えられます。
そのような状況の中で、茶の放射性セシウムの低減対策として、中切りや深刈りを進めてきました。
このような低減対策の取組の結果として、超過は減少しており、基準値を超過した割合は、2011（平成
23）年度は約 9％であったのに対して、2012（平成 24）年度は約 2％となり、2013（平成 25）年度以降は
2015（平成 27）年 1月末までで 641 点を検査し、基準値を超過したものはありません。
なお、2012（平成 24）年度からの検査では測り方が変わりました。以前は荒茶や乾燥した葉の状態で測っ
ていましたが、2012（平成24）年度からの検査は実際に摂取する状態で測るという考え方に基づいているため、
飲用する状態で（お茶として浸出して）検査を行っています。茶の基準値は飲料水と同じ10ベクレル/kgです。

本資料への収録日：2013 年 3月 31日
改訂日：2014 年 3月 31日
	 ：2015 年 3月 31日

本情報は事故当時（2011 年）～ 2014 年度の情報です。

関連Q&A
・4章QA3	 農林水産物の安全性を確保するためにどのような取組がとられているのですか
・4章QA5	 暫定規制値を厳しくしたということですが、これまでの暫定規制値の安全性についてはどのように考えて

いるのでしょうか
・4章QA32	 製造、加工後、飲む状態で飲料水の基準値を適用する茶の範囲を教えてください
・4章QA37	 抹茶や、茶葉をそのまま粉砕した粉末茶を湯に溶かして飲用する場合は、飲む状態で飲料水の基準値が適

用されますか
・4章QA38	 抹茶を加えたせん茶は、飲む状態で飲料水の基準値が適用されますか
・4章QA42	 粉末飲料等の、希釈して飲まれる飲料は、飲む状態で飲料水の基準値が適用されますか
・4章QA90	 通常、水で浸出して飲用に供される茶は、どのように検査を行うのでしょうか
・4章QA91	 飲用に供する茶の具体的な検査方法を示してください
・4章QA92	 飲用に供する茶の試験に関し、荒茶又は製茶で検査する場合の検出限界値を教えてください
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放射性セシウム (ベクレル/kg) 
（注） ・平成27年1月26日までに厚生労働省が公表したデータに基づく。（ ）内は検査点数。 

・検出下限値未満は25ベクレル/kg以下として集計。 
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• 事故直後は、生育中の麦に放射性物質が降下・付着したことから100ベ
クレル/kg超が約5％みられた。 

• 平成24年度以降基準値超過無し。 

検
査
点
数
の
割
合
（％
） 

農林水産省 
農林水産省「農林水産現場における対応」より作成 

麦は、事故時には生育中だったため、降下した放射性セシウムが葉に付着して、2011（平
成 23）年産については現在の基準値 100 ベクレル /kg を超えるものが見られました。し
かしながら、2012（平成 24）年産以降は基準値を超過したものはありません。

本資料への収録日：2013 年 3月 31日
改訂日：2014 年 3月 31日
	 ：2015 年 3月 31日

本情報は事故当時（2011 年）～ 2014 年度の情報です。

関連Q&A
・4章QA3	 農林水産物の安全性を確保するためにどのような取組がとられているのですか
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・茶の基準値は平成24年度以降は飲用に供する状態で10ベクレル/kg、平成23年度は生茶葉・荒茶・製茶の状態で500ベクレル/kg（飲用に供する 
  状態での放射性セシウム濃度は、荒茶の概ね50分の1）。 
・検出下限値未満は、平成24年3月までのものは100ベクレル/kg 以下、平成24年4月以降のものは5ベクレル/kg以下として集計。 

食品中の 
放射性物質対策 茶の検査結果の推移（〜平成27年1月26日） 

• 平成23年度は、事故直後に葉や枝に降下・付着した放射性物質の影響
から、暫定規制値超過が1割弱みられた。 

• 平成24年度以降は、基準値超過の割合は減少し、平成25年度以降は基
準値超過無し。 
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（注）  ・平成27年1月26日までに厚生労働省が公表したデータに基づく。 （ ）内は検査点数。 

放射性セシウム (ベクレル/kg) 
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～平成24年3月（生茶葉・荒茶・製茶） 
（総検体数 2,233点） 

69％ 23％ 

平成24年度（飲用茶） 
（総検体数 867点） 

農林水産省 

99.7％ 
(639)  

0.3％ 
(2)  
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平成25年4月～ 
平成27年1月26日 

（飲用茶） 
（総検体数 641点） 

農林水産省「農林水産現場における対応」より作成 

茶については、2011（平成 23）年度は当時の暫定規制値 500 ベクレル /kg を超えるものが見られましたが、
これは事故直後に大気中に放出された放射性セシウムが木に直接付着し、それが新芽に移行して汚染された
ためと考えられます。
そのような状況の中で、茶の放射性セシウムの低減対策として、中切りや深刈りを進めてきました。
このような低減対策の取組の結果として、超過は減少しており、基準値を超過した割合は、2011（平成
23）年度は約 9％であったのに対して、2012（平成 24）年度は約 2％となり、2013（平成 25）年度以降は
2015（平成 27）年 1月末までで 641 点を検査し、基準値を超過したものはありません。
なお、2012（平成 24）年度からの検査では測り方が変わりました。以前は荒茶や乾燥した葉の状態で測っ
ていましたが、2012（平成24）年度からの検査は実際に摂取する状態で測るという考え方に基づいているため、
飲用する状態で（お茶として浸出して）検査を行っています。茶の基準値は飲料水と同じ10ベクレル/kgです。

本資料への収録日：2013 年 3月 31日
改訂日：2014 年 3月 31日
	 ：2015 年 3月 31日

本情報は事故当時（2011 年）～ 2014 年度の情報です。

関連Q&A
・4章QA3	 農林水産物の安全性を確保するためにどのような取組がとられているのですか
・4章QA5	 暫定規制値を厳しくしたということですが、これまでの暫定規制値の安全性についてはどのように考えて

いるのでしょうか
・4章QA32	 製造、加工後、飲む状態で飲料水の基準値を適用する茶の範囲を教えてください
・4章QA37	 抹茶や、茶葉をそのまま粉砕した粉末茶を湯に溶かして飲用する場合は、飲む状態で飲料水の基準値が適

用されますか
・4章QA38	 抹茶を加えたせん茶は、飲む状態で飲料水の基準値が適用されますか
・4章QA42	 粉末飲料等の、希釈して飲まれる飲料は、飲む状態で飲料水の基準値が適用されますか
・4章QA90	 通常、水で浸出して飲用に供される茶は、どのように検査を行うのでしょうか
・4章QA91	 飲用に供する茶の具体的な検査方法を示してください
・4章QA92	 飲用に供する茶の試験に関し、荒茶又は製茶で検査する場合の検出限界値を教えてください

環境省「放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料（平成26年度版）」　第4章　食品中の放射性物質
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放射性セシウム (ベクレル/kg) 
（注） ・平成27年1月26日までに厚生労働省が公表したデータに基づく。（ ）内は検査点数。 

・検出下限値未満は25ベクレル/kg以下として集計。 
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• 事故直後は、生育中の麦に放射性物質が降下・付着したことから100ベ
クレル/kg超が約5％みられた。 

• 平成24年度以降基準値超過無し。 
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農林水産省 
農林水産省「農林水産現場における対応」より作成 

麦は、事故時には生育中だったため、降下した放射性セシウムが葉に付着して、2011（平
成 23）年産については現在の基準値 100 ベクレル /kg を超えるものが見られました。し
かしながら、2012（平成 24）年産以降は基準値を超過したものはありません。

本資料への収録日：2013 年 3月 31日
改訂日：2014 年 3月 31日
	 ：2015 年 3月 31日

本情報は事故当時（2011 年）～ 2014 年度の情報です。

関連Q&A
・4章QA3	 農林水産物の安全性を確保するためにどのような取組がとられているのですか
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（注）・平成27年1月26日までに厚生労働省が公表したデータに基づく。（ ）内は検査点数。 
   ・検出下限値未満は25ベクレル/kg以下として集計。 
   ・生産年度と検査年度が異なる場合は、生産年度の結果に含めている。 

食品中の 
放射性物質対策 大豆の検査結果の推移（〜平成27年1月26日） 

• 平成23年産は、根からの吸収により検体数の3％で100ベクレル/kgを超過。 
• 平成24年産以降も、100ベクレル/kg超過がみられるものの、その割合が低下。 

放射性セシウム (ベクレル/kg) 

農林水産省 
農林水産省「農林水産現場における対応」より作成 

2012（平成 24）年産の大豆は、2011（平成 23）年産に比べると、基準値超過の割合
は減少したものの、超過が見られたため、放射性セシウム濃度低減のための調査研究を行
いました。
2013（平成 25）年産以降においては、その結果を踏まえて、カリ施肥などの放射性セ
シウムの吸収抑制対策を行いました。この結果、2014（平成 26）年産においては、2015（平
成 27）年 1月末までで約 2,000 点を検査し、基準値を超過したものは一部地域に限られ
た 2点（0.1％）と大きく減少しています。

本資料への収録日：2013 年 3月 31日
改訂日：2014 年 3月 31日
	 ：2015 年 3月 31日

本情報は事故当時（2011 年）～ 2014 年度の情報です。

関連Q&A
・4章QA3	 農林水産物の安全性を確保するためにどのような取組がとられているのですか
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食品中の 
放射性物質対策 

農林水産省 

平成26年産米の安全対策 

■平成25年産米の検査結果や、避難指示区域の見直し等も踏まえ 
①避難指示により立入りが制限されている帰還困難区域は作付制限 
②営農が制限されている居住制限区域は農地の保全管理や試験栽培 
③避難指示解除準備区域など、今後1、2年程度で作付再開を目指す 
 地域では実証栽培 
④平成25年産から作付を再開する地域については、吸収抑制対策を 
 行った上で、全量を管理・検査 
⑤それ以外の地域については、抽出検査により安全を確認 

作付制限、吸収抑制対策、収穫後の検査の組合せで
安全確保 

農林水産省「農林水産現場における対応」より作成 

米については、作付制限、吸収抑制対策、検査の 3つの対策を組み合わせた安全の確
保が図られています。
2014（平成 26）年産米については、2013（平成 25）年産米の検査結果や、避難指示
区域の見直しなども踏まえ、
①　避難指示により立入りが制限されている帰還困難区域は作付制限
②　避難指示により営農が制限されている居住制限区域は、除染後農地の保全管理や市
町村の管理の下での試験栽培

③　避難指示解除準備区域など、今後 1、2年程度で作付再開を目指す地域では実証栽
培

④　2013（平成 25）年産から作付を再開する地域については、吸収抑制対策を行った
上で、全量を管理・検査

⑤　それ以外の地域については、抽出検査により安全を確認
が実施されています。また、福島県では県独自の取組として、全地域で全袋検査が引き続
き実施されています。

本資料への収録日：2014 年 3月 31日
改訂日：2015 年 3月 31日

関連Q&A
・4章QA1	 食べものの安全はどのように確保されているのですか
・4章QA3	 農林水産物の安全性を確保するためにどのような取組がとられているのですか
・4章QA87	 米の安全性は、どうなっていますか
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